
権
者
の
事
業
同
意
を
概
ね
取
得
し
た
こ

と
で
、
事

業
主
体
・

手
法
の
決

定
に
向
け

た
事
業
実

施
予
定
者

の
選
定
作

業
に
着
手

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

◦
名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
効
果
検

討
事
業�

３
１
１
万
円

　
地
域
高
規
格
道
路
に
お
け
る
整
備
区
間

指
定
に
向
け
て
、
整
備
効
果
の
検
討
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
資
料
を
活
用
し
て
国
等

に
対
し
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

◦
土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
利
活
用
及
び
甲

南
Ｉ
Ｃ・Ｐ
Ａ
流
出
経
路
検
討
事
業��

�

９
２
８
万
円

　
土
山
Ｓ
Ａ
周
辺
地
域
の
未
利
用
地
を
最

大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
案
を

計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

甲
南
Ｉ
Ｃ
・
Ｐ
Ａ
流
出
経
路
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
と
協
議
を
進
め
る
中
で
、
下
り
線

側
の
流
出
経
路
計
画
に
つ
い
て
も
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
　

甲
賀
市
決
算

　
「
あ
い
こ
う
か
國
づ
く
り
予
算
」
と
し
て
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
主

な
事
業
の
う
ち
、
４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
お
よ
び
甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
繰
越
事
業
含
む
）

◦
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業�

�
�

１
，３
９
８
万
円

　
よ
り
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
世
界
基
準
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

認
証
取
得
に
か
か
る
業
務
を
委
託
し
、
約

３
年
間
に
わ
た
る
活
動
実
績
に
基
づ
き
、
認

証
申
請
書
及
び
現
地
審
査
に
お
い
て
報
告

を
行
い
、
平
成
28
年
２
月
に
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

◦
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
策
定
事
業�

�
�

３
４
２
万
円

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
平
成

29
年
度
を
始
期
と
す
る
第
２
次
総
合
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
基
本
構
想
の
骨
子

案
ま
で
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◦
新
庁
舎
整
備
事
業　

�
�

�

２
億
５
，０
９
６
万
円

　
大
規
模
災
害
時
の
防
災
拠
点
整
備
お
よ

び
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

新
庁
舎
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

◦
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築

事
業�

５
，０
０
８
万
円

　
甲
賀
地
域
の
防
災
拠
点
整
備
及
び
地
域

住
民
の
身
近
な
行
政
窓
口
の
充
実
を
図
る

た
め
、
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
改

築
工
事
の
設
計
を
行
い
、
旧
庁
舎
の
解
体

を
実
施
し
ま
し
た
。

◦
災
害
対
策
事
業�

６
７
１
万
円

　

防
災
倉
庫
の
備
蓄
資
機
材
に
つ
い
て
、

設
備
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
防

災
士
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
資
格

取
得
者
（
94
人
）
に
よ
る
「
甲
賀
市
防
災

士
連
絡
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

◦
市
街
地
整
備
事
業�

�
�

２
億
４
，１
６
２
万
円

　
甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
甲
南
駅

前
線
の
全
部
、
南
口
駅
前
広
場
の
大
部
分

の
用
地
買
収
等
を
行
い
、
一
部
区
間
の
道

路
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
貴

生
川
西
内
貴
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
北

工
区
の
造
成
工
事
の
一
部
が
完
成
し
、（
仮

称
）綾
野
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

事
業
コ
ス
ト
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

◦
新
町・貴
生
川
幹
線
内
貴
橋
改
築
事
業

�

１
，１
６
５
万
円

　
交
通
量
が
多
く
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
集
中

し
て
い
る
内
貴
橋
は
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
架
け
替
え
に
向
け
て
測
量
調
査
を
実

施
し
、
ま
た
河
川
管
理
者
と
協
議
し
、
予

備
設
計
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◦
き
め
細
や
か
な
河
川
防
災
協
働
事
業

�

２
３
９
万
円

　
集
中
豪
雨
等
の
異
常
気
象
が
発
生
す
る

中
、
河
川
が
持
つ
本
来
の
流
下
能
力
の
確

保
の
た
め
、
土
砂
等
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

や
撤
去
工
事

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
等
が
施

工
す
る
災
害
未
然
防
止
対
策
工
事
を
支
援

し
ま
し
た
。

◦
生
涯
現
役
の
健
康
づ
く
り
事
業�
�

（
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）�

�
�

６
７
４
万
円

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
可
能
な
限
り
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
等
の
多

様
な
課
題
を
相
談
し
、
日
常
生
活
の
自
立

を
図
る
た
め
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
事
業
や
高
齢
者
健
康
づ
く
り
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

◦
住
み
続
け
た
い
ま
ち「
甲
賀
」を
め
ざ

す
経
済
活
性
化
事
業�

６
１
０
万
円

　
若
年
層
を
対
象
と
し
た
「
甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ

フ
ェ
ア
」
や
「
障
が
い
者
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
、
市
内
企
業
へ
の
雇
用
の
促
進

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
外
か
ら
県
立

信
楽
高
等
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
の
生
活

を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
活
性
化
や
交
流
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

◦「
来
て
魅
て
甲
賀
」観
光
誘
客
促
進
事
業

�

２
，４
５
０
万
円

　
紫
香
楽
宮
史
跡
を
活
用
し
た
初
の
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
「
紫
香
楽
宮
都
あ
か
り
」
の

実
施
を
支
援
し
た
ほ
か
、観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
観
光
季
刊
誌
の
製
作
、
観
光
客
を
受

入
れ
る
施
設
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

◦
捕
獲
か
ら
活
用
へ「
鳥
獣
害
対
策
事
業
」

�

１
億
４
２
５
万
円

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
３
，４
９
８
頭
の
有
害
鳥

獣
を
捕
獲
し
、
侵
入
防
止
柵
19
．２
㎞
を
設

置
し
た
ほ
か
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
獣

害
に
強
い
里
づ
く
り
事
業
を
４
地
区
、
緩
衝

帯
整
備
事
業
を
５
地
区
、
地
域
ぐ
る
み
捕

獲
推
進
事
業
を
１
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

◦（
仮
称
）甲
賀
北
地
区
工
業
団
地
整
備

事
業�

４
，１
２
９
万
円

　
先
行
整
備
を
実
施
す
る
15
．８
ha
の
測

量
調
査
等
を
実
施
し
た
ほ
か
、
関
係
地

◦
子
育
て
応
援
医
療
事
業�

４
３
７
万
円

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年
生
の
全

て
の
児
童
を
対
象
に
、
通
院
・
入
院
に
か

か
る
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を

助
成
し
ま
し
た
。

◦
こ
う
か
子
ど
も・子
育
て
応
援
団
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業�

31
万
円

　
「
こ
う
か
子
育
て
応
援
ね
っ
と
！
」
を
開

設
し
、
子
育
て
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
か
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業
補
助
金
を
創
設

し
、
子
育
て
支
援
の
連
携
・
協
働
を
支
援

し
ま
し
た
。

◦
子
育
て
支
援
員
配
置
事
業�

�
�

１
，０
９
６
万
円

　
市
内
５
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

各
１
名
の
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
談
業

務
の
充
実
や

子
育
て
サ
ー

ク
ル
等
へ
の

支
援
を
行
い
、

地
域
の
子
育

て
支
援
の
充

実
を
図
り
ま

し
た
。

◦（
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
）あ
ん
し
ん
＆

す
こ
や
か
保
育
応
援
事
業�

�
�

６
，４
７
１
万
円

　
低
年
齢
児
保
育
の
需
要
増
に
応
え
る
た

め
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
を
一
カ
所
認
可

し
た
ほ
か
、
私
立
柏
木
保
育
園
の
増
築
等

補
助
に
よ
り
就
学
前
児
童
の
受
入
れ
数
を

増
や
す
な
ど
、
保
育
体
制
の
整
備
・
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

◦
学
び
の
支
援
事
業�

２
，４
３
４
万
円

　

少
人
数
学
習
指
導
や
夏
休
み
・
放
課
後

教
室
を
実
施
し
、
学
力
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
優
れ
た
技
術
や
知
識
を

お
持
ち
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
地
域
学
」

の
授
業
補
助
を
お
願
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

小
１
す
こ
や
か
支
援
で
は
、
多
人
数
学
級

に
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
に
寄
り
添
い

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

◦
確
か
な
学
力
育
成
事
業�

�
�

５
，３
９
９
万
円

　

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
テ
レ
ビ
学
習

番
組
を
作
成
し
、
学
習
意
欲
の
向
上
と

学
力
の
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
複
数
の
加
配
教
職
員
を

指
定
校
に
配
置
し
、
学
習
支
援
の
体
制
を

つ
く
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
情
報
端
末
等

を
効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
の
展
開
を

図
り
ま
し
た
。

❶
元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

❸
創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

▲セーフコミュニティ認証式典

▲甲賀市防災士連絡会全体会

▲子育て支援センター

▲（仮称）甲賀北地区工業団地

❷
学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来
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